









その 1 例として、がん細胞で強い活性をもつ E2F1 プロモーターを利用したアプローチがあ



















かった。次に、pRBの制御を外れた E2F反応性 エレメントと基本転写活性の低い ARFコアプ
ロモーターを併用することでがん細胞特異性を増強できるか否かを調べた。その結果、がん抑制
遺伝子 TAp73 の pRB の制御を外れた E2F 反応性 エレメントである ERE73(1+2)もしくは
ERE73(3+4)を ARF コアプロモーターに接続することで、がん細胞でのみプロモーター活性を
高めることができ、ARF プロモーターおよび E2F1 プロモーターより高いがん細胞特異性を示
すことが分かった。 
 以上のことから、pRBの制御を外れた E2F活性はがん細胞特異的アプローチに有用である
ことが強く示唆された。 
